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発振周波数可変範囲を保持して Q 値を向上する第 1 のアプローチに基づいて，2 つの回路構成を提案する．1
つ目は，入力反射回路の高Q化を図ったデュアルタップ結合型線路共振器である．図2に，デュアルタップ結合





リング型自己注入同期 VCO の概略構成を示す．本 VCO は，能動素子，入力反射回路，直列帰還回路，及び出
力反射回路で構成される被同期VCOの並列帰還回路に，被同期VCOと同じ構成のVCOを用いる．これにより，
提案するリング型自己注入同期VCOの位相の傾きは被同期VCOの2倍となり，小型なサイズでQ値を2倍に




        
図2 デュアルタップ結合型線路共振器装荷VCOの概略構成  図3 リング型自己注入同期VCOの概略構成 
 
Q 値を保持して発振周波数可変範囲を拡大する第 2 のアプローチに基づいて，2 つの回路構成を提案する．1
つ目は，3つのリアクタンスを同時に変化させる3同調型VCOである．図4に，3同調型VCOの概略構成を示
す．従来，入力反射回路と直列帰還回路の2つのリアクタンスを同時に変化させることで広い発振周波数可変範
囲を得ていたが，本 VCO はさらに出力反射回路も同時に変化させる回路構成であり，Q 値の変動を抑えて発振
周波数可変範囲の拡大が可能となる．C-Ku帯において本提案のVCOを試作し，実験により位相雑音-112dBc/Hz
以下＠1MHz 離調で世界トップの発振周波数可変範囲 100%が得られることを確認した．2 つ目は，並列帰還回
路に発振周波数の変化に応じて帰還移相を制御する回路を備えた適応帰還移相制御型自己注入同期 VCO である．





         





要である．ただし，周波数に応じてトランジスタ性能が影響するため，試作した VCO の発振周波数 12GHz 帯
近傍(9GHz～16GHz 帯)で比較を行っている．比較の結果，デュアルタップ結合型線路共振器装荷 VCO（第 2
章）は，衛星通信装置，及び車載レーダ装置（逓倍して使用）向けに開発された従来の低位相雑音 VCO よりも
低位相雑音化が図れており，通信の伝送容量及びレーダの検出精度の向上が期待される．3 同調型 VCO（第 4
章）は，通信装置，測定装置，及び電子戦装置向けに開発された従来の広帯域 VCO よりも広い発振周波数可変
範囲が得られており，さらに広帯域化が進む通信装置への適用だけでなく，1 つの VCO で複数の通信方式への
適用や，広い周波数帯をカバーするのに必要な VCO の数の削減などにより様々な装置の小型・低コスト化が期
待される． 
図 6(b)は，ミリ波帯において開発したリング型自己注入同期 VCO（第 3 章）と適応帰還移相制御型自己注入
同期VCO（第5章）に関するものである．ミリ波帯VCOは現在活発に開発が行われており日進月歩の状態にあ
るため，位相雑音は改善量で評価を行っている．比較の結果，リング型自己注入同期VCO（第3章），適応帰還































(a) マイクロ波                    (b) ミリ波 
図6 位相雑音と発振周波数可変範囲の比帯域に関する従来文献との比較 
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